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【職場討議資料より③】 

今年こそ大幅賃上げ! ストライキで決起し、ベアを勝ち取ろう! 

物価高から暮しを守り、医療・看護・介護に人材を確保する、 

暮しと労働実態に見合った大幅賃上げを獲得しよう!! 
■診療報酬本体＋0.88%、介護報酬＋1.59%では全く不十分 
 昨年末、政府は、2024年度予算編成のなかで、この診療報酬、介護報酬の改定率

を決めました。改定を通じ、医療、介護、障害福祉いずれも、24年度＋2.5%、25年

度＋2.0%のベースアップにつながるよう、配分方法を工夫するとしています。 

介護、福祉、看護補助が対象の補正予算による「平均6,000円」の処遇改善は、2月

から5月まで、6月以降は報酬に切り替え。経営側に確実な申請を求めましょう。 

報酬改定のなかにケア労働者の賃上げ分が盛り込まれた事は、この間のたたかいの成

果です。しかし、昨年11月の消費者物価指数（総合）は前年同月比＋2.8、食料は同

＋7.8で、2020年からは15.6ポイントも増加しています。政府が想定するベアでは実

質賃金はマイナス、生活悪化は必至で、他産業からの周回遅れを取りもどすには遠く

及ばず、さらなる格差の拡大が懸念されます。ケア労働者の賃上げに向け、再改定で

大幅引き上げを求める取り組みを、更にもう一段、強めることが必要です。 

 
＊24年度政府予算案、軍事費は積み増し、社会保障費は圧縮 
24年度報酬改定にあてる国の予算は、医療は薬価▲1%と合わ

せて実質▲400億円です。介護は＋432億円、障害福祉は＋162
億円で、社会保障全体は自然増を1400億円も圧縮。一方、軍

事費は、5年間で17兆円増やし43兆円とする計画の2年目で、

前年比1兆1277億円もの積み増し。憲法違反の敵基地攻撃能力

整備へ、長射程ミサイルに7340億円もつぎ込みます。莫大な

軍事費を社会保障にまわせば、ケア労働者の大幅賃上げは可

能です 
 
 
 
 
 
 

 

 


